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２０１２年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研修会について（お知らせ） 

 
 時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。この度、標記研修会を下記のとおり開

催いたします。貴図書館よりご参加くださいますようご案内申し上げます。 

 
記 

 
１．テーマ： 震災に学び、震災に備える  

            
   ２０１１年３月１１日に起きた東日本大震災は日本中を震撼させ、図書館にも大き

な被害をもたらしました。以来、「今、図書館は何をすればよいだろう。次に地震が起

きたらどのように対処すればよいだろう」という問いかけを続けながら、その答えを

まだ見出せずにいる方も多いことと思います。 
そこで今年度はこの研修会を、震災と図書館に向きあう機会にしたいと考えました。

まず 1 日目は東北地方の図書館で震災を経験、またはその復興にご尽力されている方々

を 3 名お迎えし、自らのご経験をお話いただきます。そして２日目は、saveMLAK* の

ご協力によるワークショップを行います。私たちの職場である大学図書館で大地震が

起きた事を仮定したシミュレーション、グループ討議を経て、震災時の対応計画書を

まとめます。 
この研修会を通じて、今後の震災に向けて今考えられる最善の策を、私立大学図書

館間で共有することを期待しています。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

   *saveMLAK ＝ 博物館・美術館、図書館、文書館、公民館の関係者や支援者等の有志による

情報支援プロジェクト。 

プロジェクトリーダーはアカデミック・リソース・ガイドの岡本真氏 

 
２．期 日： ２０１２年１１月２９日（木）～１１月３０日（金） 

 
３．募集人員： ７０名   ＊1 大学 1 名、２日間全講座の受講を原則とします 

 
４．受 講 料： ３，０００円（懇親会費を含む）  ＊受講料は当日ご持参ください 



５．会 場： 中央大学後楽園キャンパス３号館 10 階 31008 大会議室  
東京都文京区春日 1-13-27 

http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/access/access_korakuen_j.html 
 
６．内 容： 
 第 1 日（１１月２９日） 10:15～17:00    ＊受付開始は 9:45 

基 調 講 演 

「図書館の復興支援と大学の役割」 

東海大学工学部建築学科教授  

           3.11 生活復興支援プロジェクトアドバイザー  杉本 洋文氏 

       
  講 演 

 「そのとき私たちができたこと ‐東北大学附属図書館が遭遇した東日本大震災」 
           一橋大学 学術・図書部 学術情報課長 

       （前・東北大学附属図書館 情報サービス課長） 小陳 左和子氏    

 
     講 演 

  「東日本大震災からの復旧過程で考えたこと、感じたこと 

                       -東北学院大学図書館の経験を基に」 

            東北学院大学中央図書館            佐藤 恵氏 

 

＊ 17:20～18:50  研修会終了後、中央大学後楽園キャンパス５号館地下食堂に

て懇親会を行います。 

      
 第２日（１１月３０日） 9:30～17:15 

 
ワークショップ  

「大震災発生－そのとき図書館は？」      saveMLAK 岡本 真氏 他数名 

 

(1) 勤務館が大震災に遭遇したと仮定したシミュレーション演習 
防災分野における図上演習の手法等に基づき、震災発生時から安全管理、開館

再開まで流れを発災時の声掛けや避難誘導から、人員捜索、倒壊書架の安全確

認・復旧までを体験型のワークショップで実際に経験します。     

                                                              
(2) シミュレーション演習に基づく反省点の洗い出しと対策の検討 

体験型ワークショップの結果を振り返りながら、災害時の対応における過不足

を洗い出し、発災時に本来とるべき行動、あるいは事前に備えておくべき事項

を明らかにします。 

         
(3) BCP（事業継続計画）の作成ブレインストーミング       

(1)、(2)の結果を踏まえ、ブレインライティングストーミングの手法を用いなが

ら、図書館における事業継続計画（BCP）をつくる上で盛り込むべき内容を抽

出し、事業継続計画の素案を作成します。 

                                  



７．自由見学： 中央大学図書館理工学部分館、ビジネススクール図書室 

 
８．参加申込と締切 

参加ご希望の方は以下をご記入の上、E-mail にてお申し込みください。 
研修会申込専用アドレス kenshu24＠nodai.ac.jp 

 
発信者：参加希望者本人のアドレスから送信してください。 

今研修会のみのご連絡先として発信アドレスを登録させていただきます。 

 
メール件名：「研修会参加申込（加盟館番号）」 
       ＊加盟館番号は同封の「加盟館一覧」にてご確認ください 

 
   メール本文：①加盟館番号  ②図書館名  ③参加希望者名（漢字） 

④参加希望者名（カナ） ⑤電話番号  ⑥所属・職名  
⑦担当業務  ⑧懇親会参加・不参加の別 

 
申込に際しての注意事項： 

(1) 複数名の参加をご希望の場合は、予め参加優先順位を明記して期限内にお申込

みください。申込締切後、定員に満たない場合に検討させていただきます。 

 
(2) 申込時の受領メールは送付しません。１０月３１日（水）までには参加可否に

ついて、申し込み者全員に一斉にご連絡します。１０月３１日を過ぎてもメー

ルが届かない場合はお問い合わせください。 

 
(3) 申込後に参加できない事情が生じた場合は速やかに事務局へご連絡ください。 

 
        申込締切：９月２８日（金） 先着順  ＊定員になり次第締め切らせていただきます 

   
 
 
 
問い合わせ先： 
  東京農業大学世田谷図書館 私大図協担当係 担当：吉岡 

 〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 
  E-mail： kenshu24＠nodai.ac.jp 
  ＊ＦＡＸ・電話によるお問い合わせはご遠慮ください   
  ＊開催通知は私立大学図書館協会ホームページにも掲載されます

http://www.jaspul.org/e-kenkyu/index.html 


